こ はい 幽霊 かい。」 

「どうして どうして まあ 見る が い、。 どの 幽霊 も 青白 

い 髪の毛が ばしゃば しゃで 歯が 七十 枚お まけに 足から 

頭の 方へ 青い マント を 六 枚 も 着て ゐる」 

「いま どこに ゐ るんだ。」 

「お まへの めがねで 見る がい.' あすこ だよ。 麻ば たけ 

の 向 ふ 側 さ。 おれ は 眼鏡 も 何もす てて 来たよ。」 

あたらしい 蛙 は 遠め がね を 出して 見ました。 

「何 だ あれ は 幽霊で も 何でもない ぜ。 あれ はたう もろ 

こしと いふ やつ だ。 おれ は 去年から 知って るよ。 そん 

なに 人が 悪くない。 わきに 居る の は 幽霊で ない。 みん 



な 立派な 娘さん だよ。 娘さんた ち は みんな 緑色の マン 

トを 着て るよ。」 

「緑色の マント は 着て ゐる さ。 しかし あんな マントの 

さかさま 

着 様が 一 体 ある もんかな。 足から 頭の 方へ 逆 に 着て 

ゐ るんだ。 それに マント を 六 枚 も 重ねて 着る なんて、 

ぜいたく 

聞いた 事 も 見た 事 もない 贅沢 だ。 おごりの 頂上 だ。」 

「はは あ、 しかし 世の中 はさま ざま だぜ。 たと へば 

う- さ ぎ 

兎なん と 云 ふ もの は 耳が 天までと、 V いて ゐる。 その 

さき は 細くな つて 見えない くら ゐだ。 豚なん とい ふ も 

の は 鼻が らっぱに なって ゐる。 口の 中には とんぼの や 

うなす きと ほった 羽が 十 枚 あるよ。 また 人と いふ もの 



ちょっと 遠め がね を 貸す から。」 

「あ、、 よく 見える。 何 だ 手が 十六 本 あるって。 おれ 

に は 五本ば かりし か 見えない よ。 あつ。 あの 幽霊 をつ 

かま へ てるよ。」 

「どれ 貸して ごらん、 ああ、 とってる とってる。 みん 

ながり がりと つ てるね え。 たう もろこし は 恐が つ てみ 

んな葉 を ざ あざ あう) J かして ゐ るよ。 娘 さ ん たち は 髪 

の 毛 を ふって 泣いて ゐる。 ぼくなら ちゃんと 十六 本の 

手が 見える ねえ。」 

「どら、 貸した。 なるほど 十六 本 かねえ、 四 本 は大へ 

ん 小さい な あ。 あ、 あとから また 一人 来た。 あれ は 女 



くうた つ たらき つ とび つ くりして > J つ ち を 向く ねえ。」 

「うたって ごらん。 こっちへ 来たら その 葉の かげに か 

くれよう。」 

「い、 かい、 うた ふよ。 ぎ ゆつ くぎ ゆつ く。」 

「向かない よ。 も 少し 高く うたって ごらん。」 

「どうもつ かれて 声が 出ない よ。 ぎ ゆつ く。 もうよ さ 

う。」 

「よす かねえ。 行って しまった 残念 だな あ。」 

「ぼく は 遠め がね をと つてく る。 ぢ やさよ なら。」 

「さよなら。」 

二 ひきの 蛙 は 別れました。 
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